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Innovation for the Rotary club ロータリーに新風を 2012 年８月のロータリーレートは １ドル＝ 80 円

金沢百万石

パストガバナーからのの手紙

｢ロンドンオリンピックと津田梅子｣ パストガバナー 炭谷 亮一

8 月 13 日にロンドンオリンピックは閉幕した。日本女性の活躍が印象に残った大会であった。まさに｢大和なで

しこ｣ここにありと、世界中にその存在をアピールしていた。

ところで日本の歴史を振り返って見れば、ある意味女性がヒーローであり、日本を支えて来たのではと考えてい

る。

古来より｢女王卑弥呼｣、約 1000 年前に珠玉の名作｢源氏物語｣を書いた｢紫式部｣、鎌倉幕府を支えた｢北条政子｣そ

して明治の英語教育、女子教育に尽力し、津田塾大学の基礎を築いた｢津田梅子｣いずれも政治・文化で輝いた歴

史に残る｢英傑｣｢英知｣である。

ここでは｢津田梅子｣を考察してみよう。

1871 年｢岩倉使節団｣は 1 年 9 ヶ月の予定で米欧 12 カ国の歴訪に向け航出した。使節団の陣容は大久保利通、木戸

孝充、伊藤博文等の政府首脳、中堅、若手官僚その数 200 余名で、成立した明治政府の中枢の半数が外遊すると

言う破天荒なもので、この中に 14 才の少女 2 名、11 才の少女、8 才の少女、6 才の少女(津田梅子)計 5 名の少女

が含まれたいた。

この少女達はアメリカに長期滞在(約 10 年位)して英語はもとよりアメリカ文化アメリカ思想アメリカの風俗習慣

を会得し、明治新政府の近代化に役立たせ様にとの試みであった。

政府首脳は、アメリカで英語をマスターし、アメリカの生活にスムーズに慣れるには、年少者が良いと考えたの

であろう。実に慧眼であった。

年長の 14 才の少女二人はアメリカの生活にうまくなじめ

ず、半ば鬱状態となり一年後に帰国している。

使節団と別れた少女達は首都ワシントンでアメリカ生活の

第 1 歩をしるした、年少の 3 人の残された少女達は｢ザ・

トリオ｣を組んで助けあい、励まし合った、日本語を忘れ

ないように三人だけの時に日本語で話した。やはり最年少

の津田梅子は最も早く英語で考える子になった。そして彼
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女達はアメリカの娘として成長し 11 年後に帰国した。岩倉使節団の 4 年前の 1867 年に梅子の父｢津田仙｣は福沢諭

吉らと共に渡米し英語を学び帰国すると新潟で英語教授兼通訳となった、更には築地ホテルの理事に就任した。

｢子女の米国留学｣と言う政府の計画に呼応した津田仙は、当初長女 8 才の琴子を送り出すつもりであったが、琴

子が離日をいやがった為に 2 才年下の梅子を応募させた。

父親はようやく物心つくかつかないの 6 才の我が娘に、この留学の重大さをこんこんと咬んでふくめる様に幾度

も言い聞かせたはずである。おそらく梅子はほとんど理解出来ず、ただ父親が真剣に時には目に涙をためて話す

姿にむしろ圧倒され、ただただお前は｢武士の娘であることを忘れずに行動せよ｣そして｢アメリカでしっかり勉強

し帰国後は日本の為につくせ｣とこの二つの言葉のみが 6 才の梅子の脳裏に焼き付いたのではと私は考えている。

いかにお国の為とはいえ、6 才の少女をアメリカに長期留学に行かせた親も親だし、アメリカに行った子も子だと

思う、私はこの原稿を書きながら涙が止まらなかった。そして明治人のもつ｢進取の気風｣｢気概(ガッツ)｣に感服

せざるを得ない。

ああ何と、偉大なる明治人よ!!
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

点 鐘 ．
SONG 『それでこそロータリー』
２．四つのテスト
３．北山吉明会長 挨拶：
福島の放射能汚染地区の話です。

福島県のアドバイザーの学者たち

は、この程度の汚染では人体に影

響は無い。安全だと繰り返しまし

た。それを信じたじいちゃんやば

あちゃんが、自分の畑で作った野

菜を孫に食べさせようとする。しかし、両親は危険があることをいろんな報告で知っているから食べさせたくな

い。家族の中で、意見が分かれて気まずい空気が漂う。大変なストレスである。現在に至っても汚染地区の除染

は遅々として進まない。家の周りや道路はある程度除染出来ても、庭や畑や森になると手の施しようがない。一

軒の家から出る除染廃棄物も何十トンとなる。それをどこに保管するかも決まっていない。何もかも進展しない。

その間にも放射能の被爆は静かに確実に進行している。

こんな福島の人たちの苦しみに少しでも共感し、

自分たちの国の問題として捉え、行動につなげてい

きたいとおもう。

ゲスト紹介 （卓話者）吉田 均 様（よしだ小児

科クリニック院長）

ビジターの紹介

皆出席顕彰委嘱状

《 食 事 》

幹事報告・委員会報告

二木秀樹会員組織委員長： 会員増

強を一人でもしたいと思います。。

石丸幹夫会報委員長：①二木委員長

のお話は 各会員一人が最低 1 名増強ですね？ がんばります。

②会員手帳原稿お願いいたします。

ニコニコBox
¥11,000- 本年度 ¥95,000- 残高 ¥4,171,879-
北山会長：金沢も暑いがロンドンも熱い。日本の女子はすごい！吉田先生、卓話ありがとうご

ざいます。 井口会員：吉田均先生、ようこそ。本日はよろしくお願いします。 金会員：吉

田先生、本日はよろしくお願いします。皆さんもうすぐ秋風が吹きますのでしばしお待ちを。

炭谷会員：吉田先生、今夜の卓話よろしく、そして楽しみにしています。 西村会員：吉田先

生ようこそ。卓話楽しみにしています。 藤間会員:吉田先生、お話楽しみにお待ち致してお

りました。川君元気でしょうか。 村田会員：吉田均先生、本日は｢卓話｣宜しくお願いします。

皆出席顕彰
5ヵ年 宮永満祐美会員

委嘱状

RI2610 地区 2012 ～ 13
年度表彰審査委員会委

員長・ロータリーを考

える委員会委員

岩倉舟伊智会員

663 回

ホテル日航金沢５Ｆ

2012 8.9（木）19:00
出席率 18/35 51.43％

7 月修正出席率 70.00%
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講話の時間 「隠されてきたチェルノブイリの真実から何を学び行動すべきか」

吉田 均 様 （よしだ小児科クリニック院長）

卓話者プロフィール： 無高校時代は北山会長と席を並べて勉強し共に金沢大学に入学しました

1991年からよしだ小児科クリニックの院長を勤め 2000年に薬のリスクに関する本「ちょっと待ってそ
の薬を飲む前に」を出版し 2011 年より「原発の危険から子どもを守る北陸医師の会」の世話人となっ
ています （村田祐一会員紹介）

講話: 原発の危険から子供を守る北陸医師の会が活動しています。大事なことは人間は原発を制御出来ないと言

うことです。日本だけでなく世界のどこかでまた必ず事故がおこります。WHO が認めた唯一の傷害に晩発性放射
線傷害、例としてウクライナの少女の甲状腺癌がありますが、これは何千人もの子供達の悲劇的運命があります。

病気、奇形、3 才以下の脳腫瘍、白血病も確実に増加しています。北ウクライナでは 1990 年から確実に内分泌疾
患、精神疾患、神経系疾患、循環器疾患、消化器疾患、皮膚疾患、筋骨各系疾患が

ふえています。少年が心臓発作を起こすようになりました。心臓の筋肉の放射性セ

シウムが増え、筋繊維断裂や溶解、線維間の浮腫がみられます。子供の脳卒中も見

られ、健康な人が激減しました。そして子供達は無気力になりました。

本当の事を言わないか無視する調査団

原発による被害は明らかです。苦しんでいる今、「さよなら原発」の１０万人集会を

しても、分からずやには、原発の危機を小さく見せようとする専門家と称する人々

がいます。 「放射線の影響はニコニコ笑っている人には来ません。くよくよして

いる人に来ます。」とか、チェルノブイでは「放射能恐怖症」という病気をでっちあ

げました。そしてこれだけ甲状腺癌が増えているのに、IAEA（重松逸三代表）は「甲
状腺癌の多発はなく、因果関係不明、分からない事多し、調査しすぎが原因、」とし

ています。

WHO 開催のチェルノブイリ原発事故による人体への影響に関する国際シンポジュ
ムでは IAEA 代表のアベルゴンザレスは 200 シーベルトを浴びたのは 30 人で、子ど

もの甲状腺がんは 2,000 人が国際的に認められた被害であるとのべています。また UNSCREAR 代表の N.ゲントナ
ーは被爆が体内か体外か そんな考えは認めません。体内がより深刻となどと語って、人々をだましても彼らの

ためにはなりません。と言っています。また ICRP メンバーのサウギンは外部被曝に比べて内部被曝はとるに足り
ないと述べています。

中嶋浩 WHO 事務局長は「私達の発表が何故公表されなかったのですか？」「会議が IAEA と協同で組織された
からで、そこが問題だと述べています。」

低線量被曝は安全といいますがやはりちょとだけ危険かもとも言割れています。ギリシャの乳児白血病は 2.6 倍に
増えました。

原発平常運転でもドイツでは近い処ほど幼児白血病が多いデータがあります。施設の周辺には気体、液体、固

体の放射性物質が出て来て気体は空に向かって、液体は海に出て行きます。ネッカーウエストハイム第２原発で

は 1998年から 2007までの空中への放射性炭素 14は増加しています。
胎児には特に危険性が大きく、胎児の血液幹細胞の危険度は新生児の 1000 倍とも言われ、妊娠初期は後期の５

倍、胎児の内部被曝の危険度は外部被曝に比べて 4.5倍にも達します。乳幼児は大人の 5.4倍の危険度があります。
本当は原発の存在は事故がなくともあまりにも危険なのです。

点 鐘
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

お知らせ
長谷川塑人陶芸塾で陶芸をしてみませんか？

初めての方は勿論、経験された方にも、優しく丁寧に討議の技術や技法をおつたえします。楽しい充実した時間

をお持ち下さい。初級、中級、上級コースがあります。電話 FAX076-231-3345
陶芸家 長谷川塑人先生 （もとガバナー補佐・金沢北 RC会員） 希望者は木場紀子会員まで

青少年交換のお礼 南光州 RC 朱氏から
안녕하세요
주미선 일본방문체험후기를 보냅니다
무더운 날씨에 건강조심하시고 신경써주셔서 감사합니다
주경완드림

こんにちは チュミスン日本訪問体験記をおくります。蒸し暑い天候 健康には用心されて気を付けて下さい。

有り難うございます。 チュギョンワン 拝
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南光州 RC週報から
2012－ 13年度理事並びに役員

会長 キム ヒボン

次期会長チョウ ヨンシク

副会長 パク マンス

副会長 チュ ギョンワン

総務 チョン ヨンホ

財務 イ サンウク

クラブ管理委員長

ユン マンジュン

会員委員長 ソン ジュンヨ

ン

奉仕プロジェクト委員長

キム ソンス

ロータリー財団委員長

カン マンソク

新世代奉仕委員長イム チェナム

姉妹提携委員長 イ クムチュン

公共イメージ委員長

ペク ヨンギル

週報委員長 チェ チャンギル

ソングリーダー キム ピョンヨン

査察（SAA）キム ジョンソク

直前会長 チェ クッシン

理事 オ キュンプン

理事 キム チョンス

《米山今月のピックアップ記事》
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
２．来春採用の奨学生募集がスタート

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

2013年4月採用の新奨学生募集が始まりました。

地区米山奨学委員会からの報告により決定した指定校は全国で500校で、前年度の475校から増加（※1）。指

定校からの被推薦者数は1,490人（前年度1,601人）で、この中から新規採用奨学生約500人が選ばれます。前

年度に比べて被推薦者数が減少している理由は、全体採用数が800人から700人に縮減されるためです。

大学・大学院生以外を対象とする地区奨励奨学金を導入した地区は、昨年より1地区減少して5地区10校、う

ち2校が初指定となりました。

指定校から留学生を推薦してもらうにあたり、全国共通の応募資格に加え、地区独自の要望を提示したのは3

4地区中25地区でした。その多くが、国籍が偏らないよう配慮を望み、日本語運用能力に長けた留学生を求め

るもので、昨年とほぼ同様の傾向でした。

募集要項・申込書は8月14日付で指定校宛てに発送予定です。（※1）指定校数について。複数地区にキャンパ

スが分かれ、それぞれの地区で指定校になった場合は、複数でカウントして

います。

その他の記事は、ぜひPDF版をご覧ください。

→ http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight149_pdf.pdf

：：：★ お知らせ ★：：：

１．第４回中国学友会総会のご案内

2009年に正式発足した中国米山学友会の第４回総会が、10月27日（土）に上海で開催されます。同学友会は、

北京・天津を中心とする華北分会と上海分会で構成され、各分会が毎年交互に総会の運営を担当しています。

今年の総会を主催する張豪会長から、「日本のロータリアンの皆さまにぜひお越しいただきたいです」とのメ

ッセージをいただいています。関心のある方はぜひご参加ください。

3710地区ガバナー
オ チャンキョウ

会員数 58名

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight149_pdf.pdf
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申込締切日：9月30日※ただし宿泊手配を学友に依頼する場合、一部9月10日締切あり

詳細は、下記サイトをご覧ください。

---> http://www.rotary-yoneyama.or.jp/report/active/detail_508.html
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

事務局長 坂下博康 編集担当 野津・峯

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281問い合わせメール： highlight@rotary-yoneyama.or.jp
米山記念奨学会ホームページ： http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ ……………

日本に旅行して 韓国交換青少年

リュ ヒョンジ

私はこの高校 1 年の夏休みを利用して日本を訪れた。初めての外国旅行のため記憶に残る日本
だが、日本に対して良い点を多く学びさらに記憶に残るだろう。日本といえば行く前は過去韓

国をいじめた国、竹島を自分たちの国だと言い張る国として良い印象はなかったが、行ってみ

ると私が見た日本は本当に学ぶべき点が多い国だと今更ながら気づきました。私が訪れた地域

は金沢という所で過去 450 年間、第 2 次世界大戦のような戦争はもちろん、大規模地震の被害
もなかったため、京都に続き日本の伝統文化、昔の姿をよく残している所として有名だ。その

ため古い家は壊れることなく、とてもよく保存されていた。また日本は自動車が道路脇に駐車されていなかった。

そして人が多い場所もゴミが一つも捨てられておらずきれいでした。だから人々が日本に行ってくると、なぜき

れいなのかと言うのか分かりました。またとても礼儀正しい。来客があると年上の方も 90 度でお辞儀をし、相手
を尊重する。私は来客があると顔をさっと下げることが多かったが、これからは私もお辞儀を丁寧にしようと思

う。私が泊まったところほ／小児科の先生のお宅だった。本当に暑い日にも楽に過ごせるようにしてくださり、

寝る時も涼しく本当に良かった。最後にキムキスさんにも心から感謝します。毎日車で運転しながら日本につい

て多く教えて下さった。もし機会があれば日本を再び訪れもっと日本を学んでみたい。本当に記憶に残る楽しい

旅行だった。

ヨンチョン中学校 1年
キム ジュヨン

1 年ぶりにリナ、リコに会った。ナツキとアミとも仲良くなった。多様な日本料理と直接作っ
てみた金泊工芸箸、ガラス工芸、着物を着ての花火大会、温泉、金沢の文化遺跡地など…。何 1
つ忘れられない思い出だ。最後の日、寂しい気持で一杯だったが、またもう一度会えるという

ことで少し慰められました。「百万石ロータリークラブ」多くの思い出を作ってくれた事を、忘

れず胸の奥に大切にしまっておこう。ありがとうございました。

テバン小学校 5年
キム ソヨン

韓国よりもきれいだという点だ。ロータリーを通して日本に行き、たくさんの友達に会い、日

本文化を経験して変わった料理もたくさん食べました。リナ、リコちやんに再会し、新しい友

達もできた。最後の日、リナ、リコちやんがグラスデコで「ありがとう」と「大好

き」という文字をハングルで書いてプレゼントしてくれて、靴もプレゼントしてくれまた。

別れたくない私に、来年韓国に行くという約束をしてくれたのでうれしい気持ちで韓国に

帰ることができました。来年が楽しみです。

青少年交換学生日本訪問体験後記

チエ ミソン

7 月 25 日 南光州ロータリークラブを適して青少年交換学生として選抜され、6 日間日本の
金沢市に滞在し、ホームステイをしました。日本に対する漠然とした先入観ばかり持つていた

私は日本に行って、はたしてうまく適応できるか心配でした。空港の入国手続きが終わって日

本に降り立ったその瞬間、私たちはびっくりしました。空港まで出迎えに来てくださると聞い

てはいたけれど、宮永国際奉仕委員長様、キムギス前会長様等大勢の方々が私たちを待ってい

たとは知りませんでした。私たちを見てとても喜び歓迎してくださいました。

お互いに楽しく挨拶を交わし団体写真を撮った後、自動車に乗って移動し日本式ラーメンを

食べました。韓国で食べていたラーメンとは全く異なる味のラーメンでしたが、日本の独特な味がしてよかった

です。昼食を食べた後、尹奉吉義士の殉国記念碑を訪問しました。殉国記念碑の周囲が無窮花の木の生垣で造ら

れていたのが印象的でした。

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/report/active/detail_508.html
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ホテルのビュッフェで夕食を食べた後、私とヒョンジはホームステイをする加畑先生宅に行きました。自宅と

病院が－緒になっている所でした。私たちが泊まる部屋は日本の伝統的スタイルの畳の部屋でした。日本特有の

畳の匂いが心を落ち着かせてくれるようでした。私たちを迎えて下さったお母様と昨年ホームステイに来た大学

生のお姉さんと少し話をしました。高校生の時しばらく習った日本語と若干の英語を交ぜて使い、たどたどしく

意思疎通をしました。お互い言葉が通じなくてもどかしくもありましたが、電子辞書を引きながら－緒に対話を

した時間がとても楽しかったです。

日本での初日が過ぎ、翌日は日本のショッピングモールとガラス工芸工房に行きました。ガラス工芸工房では、

自分でガラスを溶かして美しいガラス玉を作り鐘に吊るして風鈴を作りました。昼食にはすしを食べました。韓

国のチョバブよりもご飯の上にのせられたさしみが厚くて大きかったです。さしみはもともとあまり好きではな

いけれど、日本まで行つてすしを食べてみないわけにはいかないので。2 日目の夜は百万石ロータリークラブの例
会に出席しました。ロータリアンの方々が前に出られて歓迎の挨拶やたくさんのお話をしてくださいましたが、

よく聞き取ることができなくて残念でした。日本式弁当はほんとうにおいしかったです。

3 日目は日本の伝統的な街並を見て回り金箔工芸の箸作りを体験しました。伝統的街並みには日本の伝統的建築
物がありました。韓国の仁寺洞の北村の韓屋街と似ていると感じました。そこではかわいらしい日本のおみやげ

を売っていました。ちょっと入って行くと金箔を利用した製品を売っている店があり、すべての商品に金箔をほ

どこしたり、金箔を入れて販売されているのです。金箔を入れた酒、金箔の入ったキャンディ、金箔をほどこし

た扇子等…。あまりにも珍しく美しいものが多かったけれど、見て回るのが精一杯で何も買わなかったことがほ

んとうに心残りでした。再び金沢へ行くことになったらぜひ東茶屋街に行きたいものです。

夜にはゆかたを着て花火を見物しました。屋上から花火を見物した後散策をしたくて川辺に下りて行くと私た

ちのように浴衣を着て花火を見に出てきた人たちがほんとうに多かつたです。色とりどりの華やかな伝統衣装を

着た人たちを見物しながら、花火も見物しました。韓国では伝紋服をあまり着ないので滅多に見られない風景で

した。

日本での最後の日は大きなマーケットに行ってショッピングをしました。そこで日本の伝統的な菓子と友達へ

のお土産にする物を買いました。日本のかわいらしさがよく現れている伝統菓子は食べるのが惜しいくらいにあ

まりにも美しいです。夜には送別会をしました。4 種類の肉を鉄板で焼いて食べたのですが、後にはビビンバプも
出てきました。多分韓国食堂だったのではないかと思いました。送別会をしながらロータリアンの方たちと挨拶

を交わし、キムギス前会長様のお宅で最後の夜を過ごしました。会長様のお宅には珍島犬が 3 匹いるのですが韓
国から連れてきたということでした。珍鳥犬とも遊び奥様が作った木目込み人形も見せてもらいました。

翌日韓国行の飛行機に乗るために空港に行きました。私たちが初めて日本に到着した時に歓迎してくださった

ように、今度も多くの方々が来られて私たちに配慮してくださいました。皆様がどんなに親切でいらっしやつた

か…来年私の家にも日本の学生がホームステイに来たなら私が日本で彼らから受けた親切をお返ししなければと

思いました。送りに来られた方たちは私たちが出国審査をしに入って行く所まで一緒にいてくださいました。最

後まで手を振ってくださっていた姿がいまも目に浮かびます。この度の旅行によって私がもっていた日本に対す

る先入観のようなものはなくすことができました。次の機会にまた行くことができるといいのですが。

（翻訳 金沂秀会員）

毎日暑い日が続いております。
涼しい景色を！

カレル湖（イタリア） アイガー、ユングフラウ（スイス）


